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幕府 は、人身売買を禁止 するとともに、元 和2年 に3年 、寛永2年 に10年 の年季制限をお こ
な う。提 出者 は、これ らの措 置が小農経営維持策 と して機能 したことを認め、その うえに立 って、
これ らの年季制限 は雇主の身分如何を問わずす べての 「雇傭 契約」に適用 された こと、人身売買
禁止 はあ くまで も永代 の 「雇 傭契約」を禁 じたものであ って、身分 契約と しての譜代奉公を禁 じ
たもので はないことを証明 し、牧 ・石尾両氏の見解を批 判す る。そ して、3年 か ら10年 へ の年
季制 限の延長 は、武士層の武家奉公人確保要求をその動因 とす るものだと説 く。
第二期(元 禄11年 一安永5年)






























論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、第一章において、徳川幕府雇傭法の歴史的展開過程につき、従来の有力説の欠陥を
鋭 く衝く独 自の見解が打ち出され、第二章においては、第一章を踏え、最後進地帯と目される東
北諸藩雇傭法の特質が浮彫にされており、わが国雇傭法史研究上劃期的な貢献を果 したものであ
る。とりわけ、近世全期を通じ、幕府雇傭法の変遷過程につき体系的叙述を試みたのは本論文を
もって嗜矢とし、その功績は高 く評価されなければならない。また、論旨の明快さ、史料操作の
手堅さからみても、提出者がきわめて優れた学問的力量の持主であることを十分窺い得る。
以上により、本論文提出者は法学博士の学位を授与される資格を有すると認あられる。
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